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公
共
下
水
道
の
雨
水
幹
線
に
つ

い
て
、
さ
が
み
野
１
丁
目
か
ら
３

丁
目
と
目
久
尻
川
沿
い
付
近
の
エ

リ
ア
を
除
く
南
栗
原
４
丁
目
は
大

塚
排
水
区
の
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
大
塚
排
水
区
の
排
水
面

積
に
海
老
名
市
、
綾
瀬
市
の
傾
斜

面
か
ら
道
路
伝
い
に
流
れ
て
く
る

雨
水
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
降

っ
た
雨
水
は
側
溝
や
大
塚
下
水
路

を
通
り
目
久
尻
川
へ
流
れ
ま
す
が
、

激
し
い
雨
の
場
合
は
、
側
溝
が
す

ぐ
に
飽
和
状
態
に
な
り
、
傾
斜
面

か
ら
流
れ
て
き
た
雨
水
が
傾
斜
地

の
麓
に
直
接
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
塚
下
水
路
に
は
目
久
尻
川
へ
の

排
水
箇
所
に
逆
流
防
止
用
の
フ
ラ

ッ
プ
装
置
が
あ
り
ま
す
が
、
河
川

が
増
水
す
る
と
、
フ
ラ
ッ
プ
板
が

開
か
な
く
な
り
下
水
路
が
塞
が
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
水
氾
濫
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
隣
接
市
と
連

携
し
た
公
共
下
水
道
幹
線
や
雨
水

管
な
ど
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
、

根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
長　

大
塚
排
水
区

の
排
水
面
積
に
は
、
綾
瀬
市
及
び

海
老
名
市
か
ら
の
流
入
雨
水
量
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
河
川
へ
の

放
流
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
内

水
浸
水
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状

況
を
見
定
め
、
既
存
の
排
水
施
設

を
有
効
活
用
し
つ
つ
、
局
所
的
な

改
修
や
拡
充
、
排
水
の
分
散
化
を

関
係
各
課
と
連
携
し
、
被
害
発
生

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

中
等
度
以
上
の
両
側
性
聴
覚
障

害
を
持
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
、
千
人
の

う
ち
１
人
か
ら
２
人
の
割
合
で
生

ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
で
は
、

新
生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市

町
村
に
対
し
て
は
、
公
費
助
成
の

実
施
や
新
生
児
訪
問
等
の
際
に
、

母
子
健
康
手
帳
を
活
用
し
、
新
生

児
聴
覚
検
査
の
実
施
状
況
の
把
握

及
び
要
支
援
児
や
保
護
者
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む

よ
う
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
新
生

児
聴
覚
検
査
実
施
の
有
無
の
把
握

や
本
検
査
の
受
診
を
促
す
な
ど
の

普
及
啓
発
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
受
け
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
一
部
助

成
で
も
公
費
助
成
が
で
き
れ
ば
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

現
在
、
乳
児
の
訪

問
事
業
や
４
カ
月
児
健
診
の
際
に
、

聴
覚
検
査
実
施
の
有
無
の
確
認
は

全
員
に
行
っ
て
い
ま
す
。
精
密
検

査
が
必
要
な
新
生
児
の
正
確
な
数

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
要

な
場
合
に
は
受
診
可
能
な
医
療
機

関
の
紹
介
を
考
え
て
い
ま
す
。
普

及
啓
発
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
本

検
査
の
受
診
を
促
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
一
部
助
成
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
も
本
検
査
を
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
は
国
、
県
、
近
隣
市
の

状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

大
塚
下
水
路
内
水
氾
濫
に
つ
い
て

　

観
光
庁
が
行
っ
た
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
受
入
環
境
整
備
に
関
す

る
調
査
で
は
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
環
境
に
困
っ
て
い
る
と
の
回

答
が
多
く
、
特
に
公
共
施
設
や
観

光
施
設
で
の
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
の

普
及
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
本
市
の
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ

の
利
用
環
境
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
８
館
の
み
で
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
市
民
や
他
自
治
体
か

ら
の
視
察
に
来
ら
れ
る
方
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
利
用
す
る
方
が
手
軽
に
情
報
を

入
手
で
き
る
よ
う
に
、
市
庁
舎
に

お
け
る
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
で
は
、
情
報

収
集
、
通
信
手
段
と
し
て
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
が
大
い
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。
避
難
先
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
持
参
率
は
９
割
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。
安
否
情
報
や
給
水

情
報
、
交
通
情
報
等
を
収
集
す
る

た
め
に
も
、
災
害
時
に
備
え
た
公

共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
の
拡
充
は
重
要
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

市
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
来
庁
者
の
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
、
近
隣
市
の
状
況
を
踏
ま

え
、
Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

災
害
時
で
の
通
信

環
境
の
確
保
は
他
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
同
様
に
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
国
・
県
の
制
度
等
を
注

視
し
、
研
究
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
に
お
け
る

Ｗ
ｉ　

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

髙
波　

貴
志　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

安
田　

早
苗　
議
員
《
公
明
党
》

新
生
児
聴
覚
検
査
の公

費
助
成
を
！

伊
藤　

多
華　
議
員
《
公
明
党
》

▽
11
月
24
日　

開
会
、
会
期
決
定
、

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・
委

員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員
会

付
託
、
報
告
上
程
・
質
疑

▽
12
月
１
日　

一
般
質
問

▽
12
月
４
日　

一
般
質
問

▽
12
月
５
日　

一
般
質
問

▽
12
月
18
日　

委
員
会
審
査
報
告

・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審

査
案
件
上
程
、
議
案
上
程
・
提
案

説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略

・
討
論
・
採
決
、
議
員
派
遣
、
議

員
提
出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省

略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
11
月
24
日
）

　

内
藤
幸
男
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

加
藤
学
（
公
明
党
）、星
野
久
美
子

 

（
日
本
共
産
党
）、松
橋
淳
郎
（
ざ

ま
明
進
会
）、安
海
の
ぞ
み
（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）、沖
永
明
久

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
12
月
18
日
）

　

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）、

熊
切
和
人
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）、

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、加
藤
学
（
公
明
党
）、加
藤

陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

議
案
第
82
号
・
第
83
号
に
対
す
る

討
論
（
12
月
18
日
）

　

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）

　

１
９
６
９
年
の
旧
自
治
省
の
選

挙
部
長
通
知
で
は
、
１
投
票
区
の

選
挙
人
の
人
数
が
お
お
む
ね
３
千

人
を
超
え
る
も
の
に
あ
っ
て
は
投

票
区
の
分
割
を
行
い
、
投
票
区
の

規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
に
照
ら

し
て
み
る
と
、
市
内
22
箇
所
の
投

票
区
の
う
ち
２
箇
所
し
か
３
千
人

を
下
回
っ
て
い
ま
せ
ん
。
基
準
に

対
す
る
各
投
票
区
別
の
選
挙
人
名

簿
登
録
者
数
の
状
況
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
３
月
、
投
票
区
名

と
投
票
区
の
変
更
が
さ
れ
ま
し
た

が
、
相
模
が
丘
第
４
自
治
会
集
会

所
が
投
票
所
と
し
て
使
用
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
小
田
急
相
模
原
駅

前
西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
で

建
設
さ
れ
る
建
物
内
へ
の
投
票
所

の
設
置
を
含
め
、
今
後
の
投
票
所

の
見
直
し
の
予
定
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

　

昭
和
44
年
の
通
知
に
お
け
る
選

挙
人
数
の
基
準
は
、
当
時
と
は
投

票
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

必
ず
し
も
現
在
の
諸
状
況
に
は
当

て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
相

模
が
丘
第
４
自
治
会
集
会
所
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
理
由
は
、
機

器
の
導
入
に
伴
う
電
気
容
量
の
不

足
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
の
投

票
所
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
状
況
に
応
じ
て

必
要
な
資
料
を
提
供
し
、
継
続
し

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
区
の
増
設
な
ど

投
票
し
や
す
い
環
境
の
向
上
を

守
谷　

浩
一　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

　

最
近
で
は
、
命
を
大
切
に
す
る

心
や
他
人
を
思
い
や
る
心
の
欠
落

に
よ
る
悲
惨
な
事
件
が
毎
日
の
よ

う
に
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
許
し
が
た
い
事
件
が

起
き
た
ば
か
り
で
あ
り
、
日
本
人

の
持
つ
規
律
や
礼
節
を
重
ん
じ
る

国
民
性
や
道
徳
心
を
育
む
教
育
に

関
し
て
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
道
徳
教
育
は
平
成
30
年

度
以
降
、
小
・
中
学
校
で
必
修
化

さ
れ
、
特
別
の
教
科
と
し
て
年
間

35
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
道

徳
教
育
の
必
要
性
が
特
段
に
強
く

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

所
感
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
長　

今
回
の
道
徳
教
育
の

改
善
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
で
す
。
児

童
・
生
徒
が
こ
う
し
た
現
実
の
困

難
な
問
題
に
主
体
的
に
対
処
す
る

こ
と
の
で
き
る
実
効
性
の
あ
る
力

を
育
成
し
て
い
く
上
で
、
道
徳
教

育
は
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
道
徳

教
育
は
教
育
の
中
核
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
学
校
に
お
け
る
道
徳
教

育
は
学
校
の
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動

を
通
じ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
教
育
大
綱
、
豊
か
な
心
を
育

む
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
の
中
に
も
あ

る
よ
う
に
、
豊
か
な
心
を
育
む
た

め
に
は
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
等
、
社
会
全
体
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、い
ま
道
徳
教
育
が

強
く
求
め
ら
れ
る
の
か
？

内
藤　

幸
男　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

　

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
は
、
毎
年
大

変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す

が
、
座
間
会
場
に
通
じ
る
交
通
渋

滞
の
原
因
に
つ
い
て
、
分
析
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
年
に
向
け

て
、
交
通
渋
滞
緩
和
策
は
必
須
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
手
順
で
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
く
予
定
な
の
か
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

交
通
渋
滞
の

原
因
に
つ
い
て
は
複
数
あ
り
、
特

定
要
因
を
絞
り
出
す
こ
と
を
含
め
、

簡
単
に
解
消
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
、
天
候
不
順
も

あ
り
、
車
で
お
越
し
に
な
る
方
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
模
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
ま
わ

り
ま
つ
り
会
場
と
駐
車
場
と
の
位

置
関
係
や
周
辺
の
道
路
が
狭
隘
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
に
天
候
不
順

が
重
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
渋
滞
を

助
長
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
通
渋
滞
を
含
め
た
交
通
対
策

に
つ
い
て
は
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

運
営
上
の
非
常
に
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

駐
車
場
や
通
行
経
路
の
検
討
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
の
啓
発
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
、
実
行
委
員
会

で
十
分
協
議
し
、
地
元
住
民
の
安

心
し
た
生
活
の
確
保
や
来
場
者
の

安
全
を
考
え
た
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

の
開
催
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

交
通
渋
滞
緩
和
策
を
！

伊
田　

雅
彦　
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》


